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【要 旨】
本研究は、本学短期大学部で３０年以上前から活動している研究会活動が社会人基礎力と

ディプロマポリシーに及ぼす影響についてアンケート調査をもとに検討をした。社会人基
礎力の結果では１２項目中１０項目で研究会に所属している群が高い値を示し、「２．働きか
け力」においては研究会に所属している群が有意に高い値が見られた。また、ディプロマ
ポリシーに関しては、４つの観点すべてにおいて研究会に所属している群の値が高く見ら
れた。
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１．背景

本学短期大学部の初等教育科と保育科（以下、
二科）では、３０年以上前から研究活動を実施し
ており、現在も数多くの研究会が活動してい
る。平成２５年の所属調査では、二科の研究会所
属率は７４．９％となっており、およそ４人に３人
の学生が所属していることになる。二科の研究
会活動は、正課の授業や各種実習以外で子ども
と関わる貴重な機会を創出していることより、
二科の特色の一つとして学生募集のための広報
としても活用されている。
しかし、長い歴史と成果があるにも関わら

ず、研究会活動が所属学生に及ぼす影響を調査
するまでに至っていない。そこで、研究会に所
属することで、社会人基礎力の向上やディプロ
マポリシーの達成に影響を及ぼすか否かの効果
測定をアンケート調査とインタビュー調査によ
り明らかにすることを本研究の目的とする。

２．方法

２－１（１）調査対象者
本学短期大学部の初等教育科と保育科に所属

する１，２年生に質問紙を配布し記入漏れの回
答を除いた４０１名（有効回答率９４．８％）から短
大期で研究会に所属しておらず、かつサークル
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に所属している者を除いた３６６名を分析対象と
した。平均年齢は１９．５±３．６歳であった。

２－１（２）調査時期および手続き
２０１６年７月下旬から８月上旬にかけて、講義
中に個別記入式の質問紙調査を実施した。解答
実施前に対象者へ本研究の目的を説明し、回答
内容が成績に反映することがないことや、プラ
イバシーが侵害されることはない趣旨の説明を
し、倫理面に配慮した。

２－２ 質問紙内容
２－２（１）研究会所属調査
現在所属している研究会について該当する研

究会名の数字に○印を記入する問を設定し、さ
らに、役職（部長・リーダー・会計等）に就い
ている場合には、研究会名と役職を記入する枠
を設置した。

２－２（２）部活動所属調査
対象者がこれまでに所属した経験のある部活

動（クラブ活動、サークル活動）について中学
校期、高校期、短大期に分け自由記述式で記入
し、さらに役職（キャプテン・部長・リー
ダー・マネージャー等）に就いていた場合は併
せて記入させた。

２－２（３）社会人基礎力尺度
経済産業省（２００６）によって提案された「前

に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チームで働く
力」の３領域１２項目からなる「社会人基礎力」
を使用した。１２項目すべてを質問項目として用
い、尺度化して使用した。尺度化については
Visual Analog Scale（以下：VAS）を用い、
各質問項目の右側に１０cmの線（左端が「まっ
たくない」、右端が「最高にある」）を設置し、
現在の自分に最も当てはまる状態のところに縦
線を引くように指示し、１２項目について尋ね
た。

２－２（４）ディプロマポリシー尺度
本学の初等教育科・保育科で卒業までに身に

つけるべき能力として挙げている４つのディプ
ロマポリシーに対して、VASを用い、各項目
の右側に１０cmの線（左端が「まったくない」、
右端が「最高にある」）を設置し、現在の自分
に最も当てはまる状態のところに縦線を引くよ
うに指示し、４項目について尋ねた。

２－３ 統計処理
結果はすべて平均値±標準偏差で示した。研

究会の所属有無の群と社会人基礎力および社会
人基礎力の３つの力、ディプロマポリシーの間
の比較には、対応の無い t検定を用いた。ま
た、学年別の研究会所属有無とそれぞれの比較
には一元配置分散分析を行い比較した。
なお統計解析には IBM SPSS Statistics２２を

使用し、有意水準は５％未満とした。

３．結果

（１）研究会所属調査
今回の調査では、１１の研究会について所属調

査を実施した。１．エプロンシアター研究会、
２．授業研究会、３．ふれあい遊び研究会、
４．人形劇研究会、５．幼児美術研究会、６．
外国文化研究会、７．パネルシアター研究会、
８．幼児Can ぷ研究会、９．心理ふれあい研
究会、１０．絵本研究会、１１．手作りおもちゃ研究
会の１１の研究会が現在活動しているが、１～６
の研究会は別府キャンパスで活動している。
７，８の２つの研究会は別府キャンパス、大分
キャンパスの両方で活動しており、別府キャン
パスの初等教育科、および大分キャンパスの保
育科の学生が所属している。また、９～１１の研
究会は大分キャンパスで活動している。所属率
は、二科合わせると５７．４％であり、初等教育科
のみでは６２．６％、保育科のみでは３９．６％であっ
た。
表１．で示す通り、最も多くの学生が所属し

ている研究会は、ふれあい遊び研究会で７８名で
あった。次いで、幼児Can ぷ研究会、人形劇
研究会、パネルシアター研究会、幼児美術研究
会、授業研究会、外国文化研究会、心理ふれあ
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い研究会、手作りおもちゃ研究会、絵本研究会
の順であった。また、複数の研究会を掛け持ち
している学生の存在も明らかになり、多い学生
で３つの研究会を掛け持ちしていることが分
かった。

（２）研究会所属有無と社会人基礎力の比較
今回の調査では、１２の能力要素について

VASを用い調査を実施しそれぞれ評価した。
また、その１２の項目の中で、「１．主体性」
「２．働きかけ力」「３．実行力」の平均値を

「前に踏み出す力（アクション）」とし、「４．
課題発見力」「５．計画力」「６．創造力」の平
均値を「考え抜く力（シンキング）」、「７．発
信力」「８．傾聴力」「９．柔軟性」「１０．状況
把握力」「１１．規律性」「１２．ストレスコント
ロール力」の平均値を「チームで働く力（チー
ムワーク）」とし、それぞれ評価した。
表２．に示した通り、VASで数値化した社

会人基礎力の１２項目を研究会の「所属群」と「無
所属群」に分けて比較すると、「１０．状況把握力」
と「１１．規律性」以外の項目で「所属群」が「無

表１．研究会ごとの所属人数（複数回答含む）

表２．研究会所属有無と社会人基礎力の比較
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所属群」を上回っており、「２．働きかけ力」
において、「所属群」（５４．７±１８．７）が「無所属
群」（４８．５±２０．７）に対し有意に高値を示した
（P＜０．０５）。その他の項目に関しては両群間
に統計的有意差は認められなかった。
また、表３．に示した通り、社会人基礎力の

１２項目から１～３の項目の力の平均値を「前に
踏み出す力（アクション）」、４～６の項目の力
の平均値を「考え抜く力（シンキング）」、７～
１２の項目の力の平均値を「チームで働く力（チー
ムワーク）」の３つに分け、研究会の「所属群」
と「無所属群」で比較したところ、１～３の項
目の平均値の「前に踏み出す力（アクション）」
において、「所属群」（５７．８±１７．４）が「無所属
群」（５３．８±２０．７）に対し有意に高値を示した
（P＜０．０１）。その他の項目においては「所属

群」の値が上回っているものの、両群間に統計
的有意差は認められなかった。

（３）研究会所属有無とディプロマポリシーの
比較

今回の調査では、二科の４つのディプロマポ
リシー、「１．教育・保育に関する専門的な知
識・実践的な技術を身につけている。」「２．教
育・保育に関する問題意識をもち、分析し考察
する態度を身につけている。」「３．教育・保育
に必要な、子どもに共感する心が育っている。」
「４．教育・保育に関する専門性を生かし、積
極的に社会参加する態度が認められる。」に対
してVASを用いて調査を行った。
表４．で示した通り、VASで数値化した

ディプロマポリシーの４つの項目すべてにおい

表３．研究会所属有無と社会人基礎力の３つの力の比較

表４．研究会所属有無とディプロマポリシーの比較
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て「所属群」の値が上回っていたが、両群間に
統計的有意差は認められなかった。

（４）学年別の研究会所属有無と社会人基礎力
の比較

表５．で示した通り、学年別で研究会の所属
有無で分け、それぞれと社会人基礎力の各項目
と比較したがすべての項目において、統計的有
意差は認められなかった。また、表６．で示し
た通り、学年別の研究会所属有無と社会人基礎
力の３つの力をそれぞれの項目で比較したがす
べての項目において、統計的有意差は認められ
なかった。

（５）学年別の研究会所属有無とディプロマポ
リシーの比較

図１．で示した通り二科で卒業までに身につ
けるべき能力として挙げている４つのディプロ
マポリシーの１つ目の「教育・保育に関する専
門的な知識・実践的な技術を身につけている。」
において、「１年生研究会所属群」と「１年生
研究会無所属群」の間に有意な差が認められた。

また、「２年生研究会所属群」と「１年生研究
会無所属群」にも有意な差が認められた。その
他の項目間では統計的有意差は認められなかっ
た。

４．考察

近年、大学で学ぶ知識以外に働く力として身
につけておくべき力が求められており、その一
環として経済産業省が提案する「社会人基礎力」
等がある。「社会人基礎力」は「職場や地域社
会で多様な人々と仕事をしていくために必要な
基礎的な力」として提唱されており、前述の１２
項目の能力要素と３つの能力によって構成され
ている。各大学において、身につけておくべき
「社会人基礎力」の育成プログラムを検討して
おり、多くの大学で報告がなされている。本学
では、「社会人基礎力」の育成プログラムの一
環として「研究会活動」を実践している。この
活動は３０年以上前から実践しており、長きにわ
たって子どもに関する知識や技術の獲得および
それらの実践の場として取り組まれてきた。し

表５．学年別の研究会所属有無と社会人基礎力の比較

表６．学年別の研究会所属有無と社会人基礎力の３つの力の比較
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かし、長年に渡る活動の実績はあるものの、活
動をすることで得られる効果についての報告は
ほとんどない。本研究では研究会活動が社会人
基礎力とディプロマポリシーに及ぼす調査研究
を明らかにすることを目的に実施された。
本研究では、先ず研究会に所属する「所属群」

と所属していない「無所属群」の２群に分け、
各項目と比較した。社会人基礎力を構成する１２
項目のうち、「２．働きかけ力」においては「所
属群」の値が「無所属群」の値を有意に上回っ
ていることが明らかとなった。このことから、
各研究会において様々な活動が行われており、
その中で他人に何かを頼むことや、リーダー
シップを発揮することや、交渉事や協力・提携
をもちかけることを多く経験していき「２．働
きかけ力」が身に付いていくのであろうと推察
できる。その他にも、両群間に有意な差は見ら
れなかったが「１．主体性」、「３．実行力」、
「６．創造力」、「７．発信力」においても「所
属群」が高値を示していた。研究会活動を実践
していく中で、個人または集団で様々なことに
おいて指導教員に指示されるのではなく主体的
に考え、行動していくことでこれらの力も自然
と身に付いていくのではないかと推察される。
ディプロマポリシー尺度に関する比較の結果で
は、統計的有意差は見られなかったがすべての
項目において「所属群」の値が「無所属群」を

上回っていた。その中でも、「４．教育・保育
に関する専門性を生かし、積極的に社会参加す
る態度が認められる。」と「１．教育・保育に
関する専門的な知識・実践的な技術を身につけ
ている。」においては約３ポイント程度「所属
群」が「無所属群」を上回っており、研究会活
動を継続的に実施することでこのような教育効
果も見られるのではないかという見込みを持つ
ことができた。
次に、学年ごとに研究会所属群と無所属群に

分け、それぞれの項目を比較した。社会人基礎
力に関する１２項目と３つの力との比較では有意
な差は認められなかったが、ディプロマポリ
シーの「教育・保育に関する専門的な知識・実
践的な技術を身につけている。」において「１
年生の研究会無所属群」との間で有意な差が認
められた。この結果は、「研究会」に所属する
ことで、様々な教育や保育に関する専門的な知
識や技術を獲得し、それらが身に付いている裏
付けになるのではないかと推察され、「研究会」
に所属することは有益であるといっても過言で
はない。
本研究は、研究会活動が社会人基礎力とディ

プロマポリシーに及ぼす影響について明らかに
することができた。しかし、研究会活動のどの
ような活動がそれぞれの項目に対しどのように
影響を及ぼし、さらには教育効果を及ぼし変化

図１．学年別の研究会所属有無とディプロマポリシーの比較
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を与えていることまでは明らかにすることはで
きなかった。今後は継続的に調査を実施し、こ
れらの項目に対して影響を及ぼしている活動を
明らかにし、その活動を持続していくことが望
まれる。
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